
オ
ホ
ー
ツ
ク
局
教
師
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

端
末
活
用
実
践
を
紹
介

附
属
釧
路
中
が
数
学
等
の
授
業
配
信

（第三種郵便物認可）

　

【網
走
発
】
オ
ホ
ー
ツ
ク
教

育
局
は
９
月
３０
日
と
１０
月
１
日

の
２
日
間
、
道
教
育
大
学
附
属

釧
路
中
学
校
（早
勢
裕
明
校

長
）
と
共
催
で
、
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍを
活
用
し

た
管
内
教
師
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

第
６
弾
「１
人
１
台
端
末
を
効

果
的
に
活
用
し
た
″Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
″」
を
開
い
た
。
ロ

イ
ロ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た
数
学

科
と
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

　

Ｇ

Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
を
活
用
し
た
美
術

科
の
授
業
を
、
附
属
釧
路
中
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
教
職
員
ら
約

２０
人
が
受
信
し
、
１
人
１
台
端

末
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
の

方
法
や
ア
プ
リ
の
機
能
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

附
属
釧
路
中
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し

た
臨
時
休
業
期
間
中
、
授
業
支

援
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ピ
ス
ロ
イ
ロ

ノ
ー
ト
な
ど
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
。
学
校
再

開
し
た
現
在
も
、
１
人
１
台
端

末
を
活
用
し
た
授
業
実
践
を
積

み
重
ね
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
１
人
１
台
端

末
を
効
果
的
に
活
用
し
た
授
業

参
観
や
、
Ｇ
工
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
に
か
か
る
説
明
ｏ

協
議
を
通
し
て
、
教
師
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
管
内

小
ｏ中
学
校
の
教
諭
や
市
町
村

教
委
職
員
な
ど
、
２
日
間
合
わ

せ
て
約
２０
人
が
参
加
し
た
。

初
日
は
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を

活
用
し
た
数
学
科
の
授
業
を
公

開
。３
年
Ｂ
組
（生
徒
数
３２
人
）

「多
項
式
」で
は
、研
究
主
任
の

赤
本
純
基
教
諭
が
「一の
位
の

数
が
５
で
、
十
の
位
の
数
が
同

じ
２
桁
の
数
の
乗
法
の
速
算
方

法
下
２
桁
が
一の
位
の
数
同

士
の
積
矯
、
３
桁
目
以
上
が
一

の
位
の
数
と
そ
れ
に
１
を
足
し

た
数
の
積
″
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
数
や
文
字
式
を
用
い
て
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
本

時
の
目
標
に
授
業
を
展
開
し

た
。赤

本
教
諭
は
、
「３５
Ｘ
編
」

な
ど
「
一の
位
の
数
が
５
で
、

十
の
位
の
数
が
同
じ
２
桁
の
数

灘
蝋

　

の
乗
法
」
の
速
算
方
法

　　

に
つ
い
て
考
え
て
い
く

雛
・醐
過
程
で
生
徒
が
ロ
イ
ロ

臓瞬総搬
ノ
ー
斗
で
デ
成
し
た
ス

　　
　
　　
　
　　
　
　

　　　
　
　
　
　
　
　
　　
　

窯
謹
む
の考え
方
の旧
較検

雛議
棚
討
な
ど
を
行
っ
た
。

授
業
づ
く
り
や
ア
プ

リ
の
機
能
を
学
ん
だ

授
業
後
の
協
議
で
赤
本
教
諭

は
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
に
つ
い

て
、
①
他
者
の
考
え
か
ら
学
ぶ

機
会
を
つ
く
る
②
生
徒
の
考
え

を
比
較
検
討
す
る
⑧
振
り
返
り

を
充
実
さ
せ
る
ー
の
３
つ
の
観

点
か
ら
学
び
の
促
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
説
明
し
た
。

２
日
目
は
、
更
科
結
希
主
幹

教
諭
に
よ
る
Ｇ

　

Ｓ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ

を
活
用
し
た
美
術
科
の
授
業
を

公
開
し
た
。
２
年
Ｂ
組
（生
徒

数
３３
人
）
で
は
、
バ
ン
ク
シ
ー

の
作
品
を
題
材
に
、
ア
ー
ト
と

落
書
き
の
違
い
や
ア
ー
ト
の
意

味
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
。

更
科
主
幹
教
諭
は
、
事
前
に

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｓ
１
ｉ
ｄ
ｅ

で
班
ご
と
に
ス
ラ
イ
ド
を
作
成

し
、
Ｇ
Ｏ
Ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

　

Ｃ
１
ａ

ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
に
投
稿
し
て
い

る
。生

徒
た
ち
は
、
端
末
で
「落

書
き
と
ア
ー
ト
の
違
い
は
」

「皆
さ
ん
の
考
え
る
ア
ー
ト
と

は
何
か
」
な
ど
の
発
問
に
対
す

る
考
え
を
、
ス
ラ
イ
ド
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
入
力
。
入
力
し
た

内
容
は
班
ご
と
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
他
者
の
考
え
と
比
較

し
た
り
、
自
分
の
意
見
を
構
築

し
た
り
す
る
手
段
と
し
て
活
用

し
た
。

ま
た
、
授
業
で
使
っ
た
ス
ラ

イ
ド
は
Ｃ
１
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

上
に
保
存
で
き
る
た
め
、
更
科

主
幹
教
諭
は
振
り
返
り
で
の
活

用
も
見
据
え
て
い
た
。

道
学
校
給
食
功
績
者
表
彰

　

今
後
も
業
務
に
精
進
Ｌ

オ
ホ
ー
ツ
ク
育
局
が
伝
達
式

　

【網
走
発
】
オ
ホ
ー
ツ
ク
教

育
局
は
９
月
２９
０
３０
日
の
２
日

間
、
道
学
校
給
食
功
績
者
表
彰

伝
達
式
を
執
り
行
っ
た
。
伊
賀

治
康
局
長
が
紋
別
養
護
学
校
と

網
走
市
立
南
小
学
校
を
訪
問

し
、
受
賞
者
に
表
彰
状
を
授

与
。
栄
誉
を
た
た
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

た
。表

彰
は
、
学
校
給
食
の
普

及
・充
実
、
学
校
に
お
け
る
食

育
の
推
進
に
特
に
功
績
の
あ
っ

た
人
を
表
彰
し
、
学
校
給
食
の

充
実
・発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
５６
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

物
の
活
用
に
向
け
た
献
立
の
充

実
や
調
理
の
工
夫
、
衛
生
管
理

の
徹
底
、
調
理
環
境
の
充
実
に

尽
力
。
ま
た
、
道
学
校
給
食
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
す

　

本
年
度
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

　

る
な
ど
北
海
道
に
お
け
る
船

か
ら
は
紋
別
養
護
の
松
本
文
字

　

振
興
に
貢
献
し
た
。

栄
養
教
諭
、
網
走
市
南
地
区
共

　

伝
達
式
は
、

２９
日
に
紋
別

同
調
理
場
の
佐
藤
真
美
業
務
主

　

護
、

３０
日
に
網
走
市
南
地
反

輝
い
た
。　　

　

で
食
育
の
根
幹
を
支
え
て
い

　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
　

　

　　
　

　

　

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　　　　

松
本
栄
養
教
諭
（中
央
）

佐
藤
業
務
主
査
は
、
地
場
産

同
調
理
場
が
あ
る
南
小
学
校
で

挙
行
。
伊
賀
局
長
が
受
賞
者
に

表
彰
状
を
手
渡
し
た
、

う
ち
、
佐
藤
業
務
主
査
は
、

南
小
の
職
員
一同
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
、

ぶ
っ後
も
業
務
に
精
進
し
て
い

き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

佐
藤
業
務
主
査
（右
か
ら

２
人
目
）

釧
路
市
教
委

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
初
開
催

自
校
か
ら
参
加
効
率
的

国
語
、算
数
◎数
学
の
授
業
づ
く
り

　

【釧
路
発
】
釧
路
市
教
委
は

９
月
２４
日
か
ら
４
回
に
わ
た
っ

て
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍを
使
っ
た
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
講
座
を
開
い
た
。
配

信
会
場
を
釧
路
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
と
し
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
自
校
か
ら
参
加
。
「国
語
科

教
育
の
授
業
づ
く
り
」
「算

数
・数
学
科
教
育
の
授
業
づ
く

り
」
の
２
つ
の
講
座
に
、
市
内

お
よ
び
管
内
の
小
ｏ中
学
校
教

員
計
１
０
３
人
が
受
講
し
研
鐘

を
積
ん
だ
。
参
加
者
か
ら
は
、

効
率
的
な
ど
と
肯
定
的
な
意
見

が
挙
が
っ
た
。

　

一度
に
参
加
で
き
る
人
数
が

制
限
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
講
座
を
２
回
に
分
け
、
９
月

２４
日
～
１０
月
１
日
の
期
間
で
計

４
回
開
催
し
た
。

初
日
に
実
施
し
た
国
語
科
教

育
の
授
業
づ
く
り
に
は
、
管
内

小
ｏ
中
学
校
２１
校
か
ら
教
員
２４

人
が
受
講
し
た
。

は
じ
め
に
、
関
本
裕
介
指
導

主
事
が
「新
学
習
指
導
要
領
を

踏
ま
え
た
、
国
語
科
の
授
業
づ

く
り
」
に
つ
い
て
説
明
。
授
業

づ
く
り
の
基
本
手
順
と
し
て
、

指
導
事
項
の
重
点
化
や
単
元
目

標
・当塁
ｍ活
動
な
ど
の
設
定
、

身
に
付
け
た
資
質
・能
力
の
活

用
な
ど
の
重
要
性
を
指
摘
し

た
。引

き
続
き
、
鶴
野
小
学
校
の

久
末
卓
矢
教
諭
、
音
別
中
学
校

の
福
西
最
歩
教
諭
の
授
業
動
画

を
視
聴
。
協
議
に
入
り
、
主
体

的
・対
話
的
で
深
い
学
び
を
重

視
し
た
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
つ
い
て

参
加
者
か
ら
は
「移
動
時
間
な

ど
を
考
え
る
と
効
率
的
。
授
業

後
で
も
参
加
で
き
る
点
も
よ

かぎ
圭・璽
恩星
島
醍
醐売
苑
鎚

多
か
っ
た
。

式
で
の
研
修
講
座
は
、

時
間
の
効
率
化
だ
け
で

な
く
、
今
後
の
子
ど
も

た
ち
の
指
導
に
も
つ
な

が
っ
て
く
る
は
ず
。
授

業
づ
く
り
に
も
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
た
。

初
回
は
２４
人
が
参
加

し
た

鹿
追
高
が
鹿
追
中
で
乗
り
入
れ
授
業

高
校
生
が
留
学
経
験
語
る

　

す
べ
て
英
語

進
路
意
識
高
め

　

【帯
広
発
】
鹿
追
高
校
（俵

谷
俊
彦
校
長
）
は
９
月
２９
日
、

鹿
追
町
立
鹿
追
中
学
校
（中
村

宏
喜
校
長
）
で
英
語
科
の
乗
り

入
れ
授
業
を
行
っ
た
。
鹿
追
高

特
別
進
学
コ
ー
ス
か
ら
２
年
生

１８
人
が
訪
問
。
鹿
追
中
３
年
生

５１
人
を
対
象
に
、
オ
ー
ル
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
で
展
開
し
、
質
問

文
を
使
っ
た
交
流
や
カ
ナ
ダ
留

学
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
じ
て
、
中
学
生
は
進

路
意
識
を
高
め
て
い
た
。

鹿
追
町
は
連
携
型
中
高
一貫

教
育
を
推
進
。
こ
れ
ま
で
も
相

互
乗
り
入
れ
授
業
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
鹿
追
高
生
が
カ
ナ

ダ
留
学
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
、
説
明

用
の
英
文
を
考
え
た
。

道
教
委
の
Ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
ｄ

ｏ

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ

　

Ａ
ｂ

ｒ
ｏ

ａ
ｄ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
一

環
で
、
北
海
道
大
学
の
学
生
で

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
ジ
ン
・
マ
ー　もじめに、現在完鹿

追
高
２
年
生
が
鹿

追
中
３
年
生
に
説
明

し
た

了
形
の
過
去
分
詞
を
穴
埋
め
す

る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
実
施
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
、
生
徒

同
士
が
質
問
文
で
交
流
し
た
。

続
い
て
「Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　　

ａ
ｈ
～
ｏ
ｕ
ｔ

Ｃ
ａ
ｎ
ａ
ｄ
ａ
」
に
移
り
、
鹿

追
高
生
が
カ
ナ
ダ
短
期
留
学
で

学
ん
だ
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ

と
を
説
明
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
写
真
や
動
画
を
示
し
な

が
ら
、
カ
ナ
ダ
の
景
勝
地
や
文

化
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
た
。

中
学
生
か
ら
は
「カ
ナ
ダ
で

特
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
」
「力

ナ
ダ
で
食
べ
た
お
い
し
か
っ
た

料
理
」
な
ど
、
盛
ん
に
質
問
が

挙
が
っ
て
い
た
。

地
元
素
材
の
パ
ン
等
好
評

清
水
高
食
品
販
売
会

　

Ｆ
ｅ
ー
ｉ

ｚ

　

【帯
広
発
一
清
水
高
校
（吉

村
教
賢
校
長
）
は
９
月
２９
日
、

清
水
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
生
産

技
術
系
列
食
品
分
野
販
売
会

「Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
ｚ
（フ
ェ
リ
ス
）」

を
開
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
製
造
し
た
パ
ン
や
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
、
サ
ブ
レ
な
ど
を
販

売
。
購
入
し
た
地
域
住
民
か
ら

好
評
を
得
て
い
た
。

清
水
町
は
本
年
度
、
清
水
高

生
が
地
元
食
材
を
使
った
新
商

品
を
開
発
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
予
算
を
措
置
。
同
校
振
興
会

を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
。

同
校
は
清
水
町
の
特
産
品
で

あ
る
ニ
ン
ニ
ク
を
使
っ
た
ガ
ー

リ
ッ
ク
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
開

発
。
岩
見
沢
市
で
行
わ
れ
た
パ

　

た
。

生
徒
ら
は
笑
顔
で
接
客
し
て
い
た

ン
甲
子
園
な
ど
に
出
品
し
て
い

る
。販

売
会
に
は
、
特
産
品
を

使
っ
た
「に
ん
に
く
棒
」
や
清

水
産
の
小
麦
粉
な
ど
を
使
っ
た

コ
ッ
ペ
パ
ン
、
じ
ゃ
が
い
も
パ

ン
、
カ
ル
ツ
オ
ー
ネ
な
ど
１１
品

が
並
ん
だ
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
滋繕

　

　
　
　
　
　
　

　

　　
　　

　

　
　

　

　
　
　

　
　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
の
確
保
、
飛
沫
防

　

．坊

止
の
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド

な
ど
万
全
の
態
勢
を
整

え
た
。

販
売
会
は
午
前
１１
時

３０
分
に
開
場
。
地
域
住

　

轍
馨

民
ら
が
多
数
来
場
し
、

数
分
で
商
品
は
完
売
し
肪

訪
れ
た
清
水
町
役
場
職
員
は

「地
元
の
特
産
品
を
使
っ
た
商

品
開
発
を
し
て
も
ら
い
う
れ
し

い
。
私
た
ち
も
陰
な
が
ら
応
援

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。地

域
住
民
の
一人
は
「こ
れ

ま
で
販
売
会
に
参
加
し
て
買
え

な
か
っ
た
商
品
が
買
え
、，満
足

し
て
い
る
」
と
笑
顔
を
み
せ
て

い
た
。


